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3D Finite Element Method Analysis on Beam-Column Joint of
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鉄筋コンクリート柱・鉄骨梁構造の柱梁接合部において，鉄骨梁の偏心が接合部耐力に対してどのような影響を
与えるかを三次元有限要素法解析によって検討すべく，長濱らが実施した梁貫通形式ふさぎ板タイプの加力実験
試験体を用いてコンクリート－鋼板間の付着応力を中心とした構成則の検討を重ねた。荷重変形関係と破壊性
状，および応力伝達状況の比較から決定した構成則の適否および鉄骨梁の偏心が柱梁接合部に与える影響を検討
し，概ね実験結果を評価できる結果を得られたと共に梁偏心側へ応力が集中することを明らかとした。


